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一
．
は
じ
め
に

社
会
学
の
歴
史
を
大
き
く
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・

コ
ン
ト
（
一
七
九
八
年
―
一
八
五
七
年
）
に
よ
っ
て
「
社
会
学
」
と

い
う
名
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
コ
ン
ト
が
没
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
生
ま
れ
た
、彼
よ
り
も
一
世
代
あ
る
い
は
二
世
代（

１
）（

若
い
エ
ミ
ー

ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
一
八
五
八
年
―
一
九
一
七
年
）、
ゲ
オ
ル
ク
・

ジ
ン
メ
ル
（
一
八
五
八
年
―
一
九
一
八
年
）、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー

バ
ー
（
一
八
六
四
年
―
一
九
二
〇
年
）
ら
に
よ
っ
て
、
学
問
と
し
て

の
定
礎
が
築
か
れ
、
制
度
化
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
一
般
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
当
初
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま

れ
た
社
会
学
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦

を
経
て
、
そ
の
中
心
を
ア
メ
リ
カ
に
移
し
て
い
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
社
会
学
の
移
入
や
、
そ
こ
で
の

社
会
学
の
確
立
に
お
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
パ
ー
ク（

２
）（

一
八
六
四

年
―
一
九
四
四
年
）、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｗ
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
（
一
八
八
六

年
―
一
九
六
六
年
）
ら
に
代
表
さ
れ
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
果
た
し
た
役

割
や
、
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ（

３
）（

一
九
〇
二
年
―
一
九
七
九
年
）

ら
の
影
響
な
ど
が
重
要
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
社
会
学
を
あ

え
て
経
験
的
な
研
究
の
側
面
と
理
論
的
な
研
究
の
側
面
と
に
分
け
て

と
ら
え
る
な
ら
ば
、
シ
カ
ゴ
学
派
は
経
験
的
な
側
面
に
お
い
て
、
ま

た
パ
ー
ソ
ン
ズ
ら
は
理
論
的
な
側
面
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
そ
の
重

要
性
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
『
社
会
的
行
為
の
構
造
』（Parsons, 

1937

＝
一
九
八
二
）
を
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
、
同
書
の
な
か
で

パ
ー
ソ
ン
ズ
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
同
書
は
、イ
ギ
リ
ス
の
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（
一
八
四
二
年
―
一
九
二
四
年
）、イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ィ

ル
フ
レ
ー
ド
・
パ
レ
ー
ト（
一
八
四
八
年
―
一
九
二
三
年
）、エ
ミ
ー
ル
・

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済

パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
読
解
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学
者
、
社
会
学
者
た
ち
を
取
り
上
げ
な
が
ら
議
論
を
展
開
し（

４
）、

行
為

の
理
論
、
と
り
わ
け
主
意
主
義
的
行
為
理
論
の
提
示
が
行
わ
れ
る
。

同
書
は
、
社
会
学
の
学
説
史
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の

学
問
の
移
入
を
画
す
る
著
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、「『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
の
特
色
は
、
学
説
史
的
研
究
の
基
盤

上
に
、
新
た
な
理
論
学
説
の
提
起
を
行
っ
た
点
に
あ
る
。
理
論
を
理

論
と
し
て
提
示
し
た
の
で
も
、
学
説
史
を
学
説
史
と
し
て
描
い
た
の

で
も
な
い
。こ
れ
ま
で
の
学
説
の
流
れ
・
展
開
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、

最
終
的
に
彼
自
身
の
新
た
な
学
説
の
提
起
へ
と
至
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
物
語
的
な
戦
略
に
よ
る
理
論
提
示
で
あ
る
と
も
い
え
る
」［
油
井
、

二
〇
〇
八
、六
五
頁
］と
い
う
評
価
も
示
さ
れ
る
。「
話
の
骨
格
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
思
想
の
伝
統
を
、
行
為
理
論
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
再
構

成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」［
同
］と
さ
れ
、さ
ら
に
、英
仏（
マ
ー
シ
ャ
ル
、

パ
レ
ー
ト
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
）
の
実
証
主
義
的
伝
統
と
、
ド
イ
ツ
の

観
念
論
的
思
潮
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
）
と
の
収
斂
［
同
、
66
頁
］
と
し
て
、

主
意
主
義
的
行
為
理
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
枠
組
み
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
本
稿
で
は
、

同
書
に
お
け
る
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
読
解
を
題

材
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
ど
の
よ
う
な
点
に
注

目
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い（

５
）。

そ
し
て
、
パ
ー
ソ

ン
ズ
に
対
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
影
響
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
体
論
的
視
点
の
重
視
や
、
構
造
主
義
あ
る
い
は
構
造

＝
機
能
主
義
と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
観
点
の
源
泉
と
し
て
の
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
い
っ
た
、
従
来
通
説
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
像
と
は
異
な
る
論
点
の
提
示
も
試
み
て
み
た
い
。

二
．
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
関
す
る
議
論
の
枠
組
み

ま
ず
、
同
書
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
関
す
る
議
論
の
枠
組
み

と
し
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
関
わ
る
部
分
（
邦
訳
の
第
三
分
冊
）
の

目
次
を
示
し
て
お
こ
う
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
第
二
部
の
八
章
か
ら

十
一
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
八
章　

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
〈
そ
の
一
〉　

　
　
　
　
　
　

―
初
期
の
経
験
的
研
究
―

一　

社
会
分
業
論

二　

自
殺
論

三　

職
業
集
団
と
社
会
主
義

第
九
章　

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
〈
そ
の
二
〉　

　
　
　
　
　
　

―
社
会
学
的
実
証
主
義
の
方
法
論
―

一　

功
利
主
義
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二　
「
社
会
的
」
要
因

三　

集
合
表
象

四　

倫
理
と
社
会
類
型

第
十
章　

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
〈
そ
の
三
〉　

　
　
　
　
　
　

―
社
会
統
制
論
の
展
開
―
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一　

拘
束
の
意
味
変
化

二　

倫
理
的
諸
困
難

三　

制
度
の
役
割

第
十
一
章　

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
〈
そ
の
四
〉

　
　
　
　
　
　

―
最
終
局
面
・
宗
教
と
認
識
論
―

一　

宗
教
的
理
念

二　

儀
礼

三　

認
識
論

第
十
二
章　

第
二
部
の
要
約

　
　
　
　
　
　

―
行
為
の
実
証
主
義
的
理
論
の
解
体

一　

実
証
主
義
の
出
発
点

二　

マ
ー
シ
ャ
ル

三　

パ
レ
ー
ト

四　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
ま
ず
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
理
論
の
発
展
段
階
を
四

期
に
区
分
し
て
い
る
。
①
「
ま
だ
か
れ
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
問

題
が
明
確
な
形
で
煮
詰
め
ら
れ
て
は
い
な
い
」、
初
期
の
［
理
論
］

形
成
期
（
→
一
八
九
三
年
の
『
社
会
分
業
論
』
の
時
期
に
あ
た

る
）、
②
「
か
れ
が
そ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
経
験
的
事
実
に
合
致

し
、
し
か
も
そ
の
当
時
か
れ
が
蒙
っ
て
い
た
重
要
な
批
判
的
攻
撃
を

も
す
べ
て
満
足
し
う
る
よ
う
な
、
そ
の
意
味
で
か
な
り
よ
く
統
合

さ
れ
た
理
論
の
一
般
体
系
を
作
り
上
げ
た
」
と
さ
れ
る
、
初
期
の

綜
合
期
（
→
一
八
九
五
年
の
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』、
お
よ
び

一
八
九
七
年
の
『
自
殺
論
』
の
時
期
に
あ
た
る
）、
③
「
初
期
の
綜

合
が
次
第
に
崩
壊
し
、
体
系
理
論
に
お
け
る
異
な
っ
た
一
般
的
立

場
が
擡
頭
し
た
」
移
行
期
（
→
一
八
九
八
年
の
「
個
人
表
象
と
集
合

表
象
」、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
講
義

で
あ
る
『
道
徳
教
育
論
』〔
著
書
と
し
て
の
刊
行
は
一
九
二
五
年
〕、

一
九
〇
七
年
の
「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」
の
時
期
に
あ
た
る
）、
そ

し
て
④
「
こ
う
し
た
新
し
い
一
般
的
立
場
に
立
脚
し
な
が
ら
、
よ

り
広
範
な
諸
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
新
し
い
経
験
的
分
野
が
切
り

拓
か
れ
た
。
…
…
し
か
し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
こ
れ
ら
後
期
の
調
査

研
究
を
新
し
い
一
般
的
綜
合
が
可
能
と
な
る
ほ
ど
ま
で
に
は
十
分
展

開
し
え
な
か
っ
た
。
早
す
ぎ
る
死
が
か
れ
の
仕
事
を
断
ち
切
っ
て

し
ま
っ
た
。
か
れ
の
提
起
し
た
基
本
的
諸
問
題
の
多
く
が
、
解
決

さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
」
と
さ
れ
る
第
四
の
時
期
（
→
一
九
一
二
年
の

『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
の
時
期
に
あ
た
る
）、
の
四
つ
で
あ
る
。

［Parsons, 1937, p.304

＝
一
九
八
二
、七
―
八
頁
。
な
お
、
以
下
、

同
書
か
ら
の
引
用
は
、
原
著
お
よ
び
訳
書
の
頁
の
み
記
す
］。

各
章
の
副
題
か
ら
見
る
と
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
「
経
験
的
研
究
」、「
実

証
主
義
」、「
方
法
論
」、「
社
会
統
制
論
」、「
宗
教
」、「
認
識
論
」
と
い
っ

た
観
点
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
理
論
の
発
展
段
階
の
議
論
に
お
い
て
は
、
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
四

著
作
の
み
な
ら
ず
、『
道
徳
教
育
論
』や「
個
人
表
象
と
集
合
表
象
」、「
道

徳
的
事
実
の
決
定
」
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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三
．
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
取
り
上
げ
る
諸
論
点

上
記
の
よ
う
な
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
の
基

本
的
な
枠
組
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
取
り
上

げ
る
論
点
の
い
く
つ
か
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ッ
ブ
ス
問
題
が
重

要
な
論
点
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
功
利
主

義
批
判
の
文
脈
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
同
じ
問
題
を
論
じ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。
そ
の
基
盤
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
論
じ
た
、
契

約
の
非
契
約
的
要
素
へ
の
注
目
［pp.311-314

＝
一
八
―
二
一
頁
］

が
あ
る
。「
ホ
ッ
ブ
ス
的
意
味
に
お
け
る
秩
序
の
問
題
が
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
研
究
の
論
理
的
な
出
発
点
を
な
し
、
し
か
も
契
約
関
係
の
体
系

に
関
す
る
功
利
主
義
的
通
説
へ
の
批
判
と
い
う
形
を
と
っ
て
秩
序
問

題
〔
解
決
〕
へ
の
接
近
が
計
ら
れ
た
以
上
、
分
業
と
社
会
分
化
の
問

題
と
が
絡
み
合
わ
さ
れ
る
そ
の
経
緯
を
理
解
す
る
の
に
困
難
は
な

い
」［p.315

＝
二
三
頁
］
と
述
べ
ら
れ
、
ホ
ッ
ブ
ス
問
題
と
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
問
題
関
心
と
の
深
い
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
個
人
と
社
会
と
の
関
係
へ
の
着
目
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

議
論
に
関
し
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
繰
り
返
し
引
き
合
い
に
出
す
論
点
で

あ
る
。デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
初
期
の
綜
合
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、

「〔
社
会
的
〕
分
業
の
問
題
を
明
確
に
定
式
化
し
て
以
来
、
か
れ
の
関

心
は
、
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
た
表
現
を
用
い
れ
ば
、
社
会
は
固
有

の
実
在
で
あ
る
と
い
う
規
定
を
可
能
に
す
る
よ
う
な『
社
会
的
要
因
』

に
集
中
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
根
本
問
題

は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
初
め
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
が
、
個
人
と
社
会
集

団
と
の
一
般
的
関
係
と
い
う
問
題
に
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
取
り
扱

う
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
立
場
は
、
こ
れ
ま
た
ほ
と
ん
ど
そ
の
当
初
か
ら

『
個
人
主
義
的
な
実
証
主
義
』
と
呼
ば
れ
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
と
根
本

的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」［p.306

＝
一
〇
頁
］
と
パ
ー
ソ
ン

ズ
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「『
個
人
的
』
と
『
社
会
的
』
と
い
っ
た

分
析
的
区
別
は
具
体
的
実
在
と
し
て
の
『
個
人
』
と
『
社
会
』
と
い
っ

た
弁
別
と
は
平
行
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
は
、
そ
れ
を
作
り
上

げ
て
い
る
具
体
的
諸
個
人
を
別
に
し
て
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て

も
存
在
し
よ
う
が
な
い
よ
う
に
、
我
々
の
知
悉
し
て
い
る
具
体
的
個

人
は
、『
個
人
的
』
要
素
だ
け
で
説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

か
れ
の
人
格
の
な
か
に
は
社
会
的
要
素
が
存
在
す
る
」［p.337

＝

五
二
―
五
三
頁
］
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
論
点
は
、「
ホ
ッ

ブ
ス
問
題
の
水
準
を
ず
っ
と
深
化
さ
せ
る
」
こ
と
に
も
な
り
、「
ホ
ッ

ブ
ス
が
分
析
し
た
社
会
的
不
安
定
は
、
合
理
的
に
行
為
す
る
能
力
を

も
ち
、
己
れ
の
欲
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
複
数
の
諸
個
人
と
い
う

も
の
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
そ
れ
自
体
非
現
実
的

な
仮
定
で
あ
る
。
自
然
状
態
の
人
間
は
、
功
利
主
義
者
が
想
定
す
る

よ
う
な
合
理
的
存
在
で
は
な
い
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学
的
分
析

の
射
程
は
、
単
に
諸
個
人
の
間
に
存
立
す
る
秩
序
の
問
題
、
つ
ま
り

権
力
の
問
題
に
関
係
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
々
人
の
人
格
そ
の
も

の
に
お
け
る
秩
序
の
要
素
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
」［p.337

＝
五
三
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頁
］
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
個
人
と
社
会
と
の
関
係
を

め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、「『
個
人
的
』
と
『
社
会
的
』
と
い
う
古

い
二
元
論
は
、
今
や
三
つ
の
異
な
っ
た
形
態
あ
る
い
は
側
面
と
し
て

立
ち
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
―
そ
の
三
つ
の
形
態
と
は
、

『
利
害
』
と
『
道
徳
的
義
務
』
と
の
区
別
、『
俗
』
と
『
聖
』
の
区
別
、

そ
し
て
最
後
に『
経
験
的
』と『
範
疇
的
』と
の
区
別
で
あ
る
」［p.443=

二
〇
一
頁
］
と
も
述
べ
ら
れ
、
認
識
論
的
な
水
準
に
ま
で
至
る
と
さ

れ
る
。

ま
た
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
っ
て
、「
幸
福
」
の
理
論
と
い
う
興
味

深
い
視
点
も
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
［p.316

＝
二
四
頁
］。『
社

会
分
業
論
』
の
第
二
編
、第
一
章
は
「
分
業
の
進
歩
と
幸
福
の
進
歩
」

と
題
さ
れ
て
い
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
自
殺
率

の
も
ち
う
る
重
要
性
に
注
目
し
た
の
は
、
社
会
分
化
の
発
展
は
幸
福

の
追
求
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
を
批
判
的
に
吟
味
し
た

個
所
に
お
い
て
で
あ
る
」［p.324

＝
三
五
頁
］
と
し
て
、『
社
会
分

業
論
』
と
『
自
殺
論
』
と
の
間
の
問
題
関
心
の
連
続
性
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
、「
個
人
の
も
つ
達
成
感
、
し
た
が
っ
て
幸
福
感
に
と
っ
て

必
須
不
可
欠
の
こ
の
規
律
は
、
一
人
一
人
が
課
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
を
課
す
の
は
社
会
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、規
律
を
課
す
の
は
、

単
な
る
強
制
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
単
に
力
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る

制
限
を
受
け
入
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
々
は
幸
福
で
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
規
律
は
『
正
し
い
』
も
の
と
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
規
律
は
道
徳
的
権
威
を
身
に
ま
と
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」［p.336

＝
五
〇
頁
］
と
し
て
、幸
福
の
問
題
と
い
う
視
点
が
、

個
人
と
社
会
と
の
関
係
の
問
題
や
、
道
徳
の
問
題
へ
と
接
合
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
ま
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
学
問
的
立
場
に
つ
い
て

も
論
じ
る
。「
か
れ
は
、
個
人
行
為
の
規
範
的
統
制
の
本
質
に
つ
い

て
正
し
く
認
識
す
る
と
い
う
地
点
に
達
し
て
は
い
た
が
、
こ
う
し
た

道
を
辿
っ
て
、
一
方
で
は
、
倫
理
に
関
す
る
実
証
主
義
の
立
場
を
堅

持
し
、
他
方
で
は
、
社
会
的
規
範
に
排
他
的
妥
当
性
を
与
え
個
人
の

倫
理
的
独
立
性
を
度
外
視
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
か
れ
の
立
場

は
、
不
幸
に
も
、
ア
ブ
ハ
チ
取
ら
ず
に
終
わ
る
。
か
れ
は
真
の
実
証

主
義
か
ら
は
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
は
や
真
の
実
証
主
義

者
や
功
利
主
義
者
に
自
ら
の
科
学
的
正
し
さ
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
一
人
の
形
而
上
学

者
で
あ
る
。
他
方
、
倫
理
的
理
想
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
か
れ
は
、

個
人
の
道
徳
的
自
律
性
と
い
う
奥
義
を
お
お
い
隠
し
た
故
に
非
難
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
。
か
れ
に
は
、
唯
物
論
者
と
い
う
き
び
し
い
名
称

さ
え
相
応
し
い
」［p.395=

一
三
四
頁
］
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
厳

し
い
評
価
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
評
価
に
す
ぐ
続
い
て
、「
し

か
し
こ
う
し
た
正
当
な
倫
理
的
異
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
仕
事
の
社
会
学
的
な
偉
大
な
重
要
性
は
、
見
失
わ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
か
れ
は
社
会
統
制
の
本
質
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
洞
察

を
残
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
道
徳
的
同
調
の
役
割
と
重
要
性
に
つ

い
て
も
多
大
の
洞
察
を
成
し
と
げ
た
。
と
い
う
の
は
、
社
会
と
い
う
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存
在
は
、
メ
ン
バ
ー
の
道
徳
的
合
意
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
あ
ま
り
に
極
端
に
つ
き
崩
せ
ば
、
そ
の
報
い
は
社
会
の
消
滅
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
事
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」［
同
］
と
も
述

べ
ら
れ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
の
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。

な
お
「
唯
物
論
」
と
い
う
論
点
に
関
し
て
は
別
の
箇
所
で
も
、「『
宗

教
が
社
会
現
象
と
な
る
』
と
い
う
言
い
換
え
で
は
な
く
、む
し
ろ
『
社

会
が
宗
教
現
象
で
あ
る
』
と
言
っ
た
方
が
、
有
意
味
と
な
る
。
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
推
論
が
適
用
で
き
る
の
は
、
具
体
的
な
現
象
と
し
て
の

社
会
で
は
な
く
、
抽
象
的
な
社
会
的
要
因
に
対
し
て
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
い
っ
そ
う
明
白
に
な

る
。
共
通
の
究
極
―
価
値
態
度
の
体
系
と
定
義
さ
れ
た
抽
象
的
な
社

会
的
要
因
は
、
実
際
宗
教
的
観
念
と
分
離
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
う
し
て
『
唯
物
論
』
と
い
う
非
難
は
不
当
と
な
る
」［p.427

＝
一
七
八
頁
］
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

科
学
と
倫
理
と
の
関
係
、学
問
の
実
践
性
、と
い
っ
た
観
点
も
、パ
ー

ソ
ン
ズ
が
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
一
徹
な
実

証
主
義
者
の
す
べ
て
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
学
あ
る
い
は
他
の
実
証

科
学
は
認
識
の
み
に
関
わ
り
、
行
為
の
基
礎
を
提
供
し
え
な
い
、
と

す
る
見
解
を
徹
底
的
に
否
認
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
実
証
科
学
は

た
だ
人
間
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
の
手
段
と
な
り
う
る
限
り
に
お
い

て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
」［p.368

＝
九
六
頁
］
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
経
験
的
研
究
、
モ
ノ

グ
ラ
フ
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
に
繰
り
返
し
言
及
し
て
、
こ
の
点
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
験
的
研
究
と
理
論
的
研
究
と
の

関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、例
え
ば
「
道
徳
」
や
「
宗
教
」
と
い
っ

た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
の
重
要
な
要
素
か
ら
し
て
、
一
見
す
る
と

理
論
的
研
究
を
志
向
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
が
、
経
験
的
研
究
へ
の
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「『
自
殺
論
』で
は
、

こ
れ
か
ら
も
長
い
間
モ
デ
ル
と
し
て
残
さ
れ
る
よ
う
な
一
連
の
第
一

次
的
な
調
査
研
究
を
行
な
っ
た
。
経
験
的
な
側
面
と
理
論
的
な
側
面

と
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
見
事
に
結
合
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
作
品
は
、

社
会
科
学
の
分
野
で
は
滅
多
に
見
当
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一
見

し
た
と
こ
ろ
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
特
定
の
経
験
的
主
題
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
基
礎
に
し
て
、
社
会
理
論
の
最
も
幅
広
く
奥
深
い
問
題
の

幾
つ
か
を
見
事
に
照
ら
し
出
す
よ
う
な
結
果
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
首

尾
よ
く
辿
り
着
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」［p.303

＝
六
頁
］
と
い
う
、

『
自
殺
論
』
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
理
論
的
観
点
と
経
験
的
観
点
と
の

関
係
に
お
い
て
、
同
書
が
今
日
に
お
い
て
も
社
会
学
の
主
要
な
古
典

の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
際
に
述
べ
ら
れ
る
根
拠
を
す
で
に
示
し
て

い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
れ
も
『
自
殺
論
』
へ
の
言
及
の
文
脈
に

お
い
て
だ
が
、「
思
考
が
発
展
す
る
場
合
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と

だ
が
、
調
査
研
究
を
行
な
う
間
に
理
論
そ
の
も
の
が
単
に
検
証
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
別
の
も
の
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ
こ
そ
、
こ
こ
で
第

一
に
関
心
を
惹
く
点
で
あ
る
」［p.324

＝
三
四
―
三
五
頁
］
と
述
べ
、

理
論
的
研
究
と
経
験
的
研
究
と
の
間
の
有
機
的
な
連
関
を
指
摘
し
て
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い
る
。
さ
ら
に
、『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
に
つ
い
て
も
、「
こ
こ

で
再
び
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、『
自
殺
論
』
と
同
じ
よ
う
に
、
特
異
な
種

類
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
く
こ
と
は

決
し
て
時
間
の
無
駄
で
は
な
い
。
表
面
的
に
は
ほ
と
ん
ど
一
般
的
関

心
を
惹
か
な
い
と
思
わ
れ
る
専
門
的
で
局
限
さ
れ
た
経
験
的
資
料
を

研
究
し
な
が
ら
、
か
れ
は
そ
れ
を
異
例
に
射
程
の
長
い
理
論
的
推
論

の
手
段
へ
と
苦
労
し
て
仕
立
て
上
げ
る
。
こ
う
し
て
『
宗
教
生
活
の

原
初
形
態
』
は
、
一
面
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ミ

ズ
ム
の
専
門
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
は
同
時
に
社
会
学

理
論
に
関
す
る
ご
く
少
数
の
最
も
重
要
な
業
績
の
一
つ
と
も
な
っ
て

い
る
。
無
論
こ
こ
で
関
心
の
あ
る
の
は
後
者
の
側
面
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
示
し
て
お
き
た
い
の
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
、
こ
の
二
つ
の
事
例
に
お
い
て
、
も
っ
と
頻
繁
に
模
倣
さ
れ
て
も

か
ま
わ
な
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
い
う
タ
イ
プ
の
研
究
モ
デ
ル
を
作
り
上

げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
同
時
に
ま
た
理
論

に
関
す
る
試
論
で
も
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
は
最
高

の
経
験
的
研
究
に
な
り
う
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
二
つ
の
側
面
を

結
び
つ
け
る
能
力
を
も
ち
、
そ
の
や
り
方
は
、
か
れ
以
後
の
社
会
学

者
に
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
。
不
幸
に
し
て
両
者
の
結
合
に
お
い
て
こ

う
し
た
卓
越
性
の
域
に
達
し
う
る
人
は
少
な
い
」［p.411

＝
一
五
五

―
一
五
六
頁
］
と
し
て
、
理
論
的
観
点
と
と
も
に
、
そ
の
モ
ノ
グ
ラ

フ
と
し
て
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
と
関
連
す
る
点
で
も
あ
る
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
従

来
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
過
度
に
方
法
論
の
観
点
か
ら
読
ま
れ
て
き
た
と

し
て
、
先
行
研
究
を
批
判
し
て
も
い
る
。「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
哲

学
者
あ
る
い
は
弁
証
家
で
あ
っ
て
、
経
験
科
学
者
で
は
な
い
と
い
っ

た
結
論
を
導
き
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
事
実
は
全
く
逆
で
あ
っ
て
、

か
れ
は
そ
の
当
時
の
最
も
偉
大
な
経
験
科
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

か
れ
の
理
論
的
見
解
―
そ
れ
が
き
わ
め
て
難
解
な
方
法
論
的
平
面
に

関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
―
と
か
れ
が
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

経
験
的
素
材
に
関
す
る
解
釈
の
問
題
と
が
、
い
か
に
密
接
に
関
連
し

て
い
る
の
か
、こ
の
点
を
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
争
点
ご
と
に
示
す
こ
と
、

こ
れ
が
か
れ
の
作
品
を
こ
こ
で
議
論
す
る
際
の
主
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、『
非
現
実
的
な
』
空
間
で
理
論
化
を

試
み
た
り
、『
怠
惰
な
思
弁
』
に
ふ
け
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
決
定

的
に
重
要
な
経
験
的
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま

さ
に
科
学
的
理
論
家
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
」［p.302

＝
五
頁
］
と
述

べ
、
ま
た
、「
か
れ
ら
の
関
心
が
も
っ
ぱ
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
方
法

論
的
著
作
に
限
定
さ
れ
た
結
果
、
一
般
読
者
は
こ
れ
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
論
者
の
も
の
だ
け
を
読
ん
で
い
る
か
ぎ
り
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
当

の
人
物
が
同
時
に
ま
た
『
社
会
分
業
論
』
や
『
自
殺
論
』
の
作
者
で

も
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
に
終
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
論

じ
ら
れ
る
方
法
論
的
立
場
に
一
体
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
に
し

て
到
達
し
た
の
か
。
こ
の
点
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
か
れ

の
方
法
論
的
見
解
と
い
う
も
の
を
、
か
れ
が
用
い
た
概
念
図
式
か
ら

示
唆
さ
れ
る
幾
つ
か
の
選
択
肢
を
駆
使
し
な
が
ら
経
験
的
問
題
を
な
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ん
と
か
解
決
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
把
え
返
す
こ
と
が
是
非
と

も
必
要
で
あ
る
。
経
験
的
側
面
と
理
論
的
側
面
を
一
緒
に
取
り
扱
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
不
幸
な
分
離
状
態
を
克
服
し
た
い
と
い
う
の

が
、
本
書
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
研
究
す
る
こ
と
の
主
要
な
目
標
の
一

つ
で
あ
る
」［p.303
＝
六
―
七
頁
］
と
も
述
べ
て
、
こ
う
し
た
形
で

新
た
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
像
を
提
示
す
る
点
に
、『
社
会
的
行
為
の
構

造
』で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
取
り
上
げ
る
理
由
の
一
つ
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
こ
の
社
会
的
要
因
お
よ
び
そ
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
体
系
的
な
方
法
論
的
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
分
析
す
る
の
が
我
々
の
議
論
の
次
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し

忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
方
法
論
が
決
し
て
抽
象
的
で
も
哲

学
的
な
思
弁
で
も
な
く
、
今
素
描
し
た
よ
う
な
経
験
的
研
究
か
ら
生

じ
た
様
々
の
問
題
や
困
難
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
か
ら
方
向
づ

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
方
法
論
を

論
じ
た
非
常
に
多
く
の
人
々
は
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
き
た
が
、
こ

の
見
落
と
し
に
よ
っ
て
弁
証
法
的
不
毛
と
い
う
印
象
が
生
み
出
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
本
質
と
は
全
く
無
縁
な
も

の
で
あ
る
」［p.342

＝
五
九
頁
］
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

四
．
考
察

『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
に

よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
読
解
を
踏
ま
え
て
、
い
く
つ
か
考
察
を
試
み
て

み
た
い
。

第
一
に
、
全
体
と
し
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
自

分
の
理
論
を
導
く
た
め
と
い
う
側
面
も
強
い
と
は
い
え
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
を
よ
く
読
み
こ
ん
で
い
る
。
他
者
の
著
作
を
読
み
込
ん
だ
上

で
、
自
ら
の
理
論
を
展
開
す
る
手
法
は
興
味
深
い
。

一
方
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
自
ら
の
理
論
を
展
開
す
る
た
め
に
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
を
「
利
用
」
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

例
え
ば
、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
思
想
の
こ
う
し
た
全
側
面
は
、
い
わ
ゆ

る
行
為
の
主
意
主
義
的
把
握
―
具
体
的
人
間
が
単
に
適
応
的
役
割
ば

か
り
で
な
く
、
能
動
的
役
割
を
も
演
ず
る
そ
う
い
っ
た
過
程
―
を
指

し
示
し
て
い
る
。
こ
の
創
造
的
要
素
は
、
究
極
的
価
値
、
価
値
態
度
、

目
的
、
あ
る
い
は
価
値
要
素
が
と
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
、
そ
の
社
会
生

活
に
対
す
る
表
出
様
式
、
と
い
っ
た
観
念
の
な
か
に
理
論
的
に
定
式

化
さ
れ
て
い
る
」［pp.439-440

＝
一
九
六
頁
］と
い
う
言
葉
か
ら
は
、

「
行
為
の
主
意
主
義
的
把
握
」
と
い
う
パ
ー
ソ
ン
ズ
自
身
の
関
心
に
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
社
会
的
事
実
に
関
す
る
外
在
性
と
拘
束
性

と
い
う
特
性
に
つ
い
て
、
環
境
的
、
行
動
主
義
的
な
も
の
か
、
規
範

的
な
も
の
か
、
と
い
う
形
で
問
い
を
提
起
し
て
い
る
点
［cf.p.383

＝
一
一
六
頁
］
な
ど
も
、「
行
動
主
義
的
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
自
身
に
よ
る
議
論
の
枠
組
み
が

反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
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を
持
ち
上
げ
て
お
い
て
、「
だ
が
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
そ
の
上

で
批
判
す
る
と
い
う
論
調
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。表
面
的
に
議
論
を
追
っ
て
い
く
と
、パ
ー
ソ
ン
ズ
が
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
を
評
価
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
両
義
的
に
見
え
る
側
面
も

あ
る
。
こ
う
し
た
論
旨
の
展
開
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
自
分
自
身
の
議

論
に
持
っ
て
い
く
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る

議
論
に
つ
い
て
の
、
表
面
的
な
読
解
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
深
い

理
解
が
必
要
と
な
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
研
究
の
、
モ

ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
の
意
義
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

シ
カ
ゴ
学
派
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
経
験
的
研
究
を
重
視

す
る
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
文
脈
の
中
で
の
、
自
ら
の
研
究
の

正
当
化
を
示
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
例
え
ば
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
医
療
、

大
学
、
専
門
職
論
と
い
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
自
ら
の
問
題
関
心
の
一
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
も
と
ら
え
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、全
体
と
し
て
、『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
で
は
、

主
意
主
義
的
行
為
理
論
の
導
出
と
い
う
こ
と
が
主
た
る
文
脈
と
な
っ

て
お
り
、構
造
（
機
能
）
主
義
、全
体
論
的
な
マ
ク
ロ
な
視
点
、と
い
っ

た
よ
う
な
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
か
ら
パ
ー
ソ
ン
ズ
へ
の
影
響
と
い
っ
た

文
脈
に
お
い
て
一
般
的
に
考
え
ら
れ
得
る
よ
う
な
観
点
は
そ
れ
ほ
ど

強
調
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
今
回
『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
を

再
訪
し
て
、
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
点
で
あ
る
。

以
上
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、『
社
会
的
行
為
の
構
造
』
に
見
る
、

パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
読
解
の
い
く
つ
か
の
様
相
を
検

討
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
研
究
の
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
の
意

義
の
強
調
を
は
じ
め
、
興
味
深
い
論
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
論
点
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
広
く
は
古
典
を
読
む

こ
と
の
重
要
性
へ
と
も
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

註
（
１
）�

コ
ン
ト
の
生
年
と
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ジ
ン
メ
ル
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
ら
の
生

年
と
の
間
に
は
、
お
お
よ
そ
六
〇
年
の
開
き
が
あ
る
。

（
２
）�

パ
ー
ク
は
、
一
八
九
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、
ジ
ン
メ
ル
に
学
ん
で

い
る
。

（
３
）�

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
、
ま
た
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
六
年
に

は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
学
ん
で
い
る
。

（
４
）�

マ
ー
シ
ャ
ル
（
四
章
）、
パ
レ
ー
ト
（
五
章
か
ら
七
章
）、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
（
八
章
か
ら
十
一
章
）
は
「
実
証
主
義
的
伝
統
か
ら
の
行
為
の
主
意
主

義
的
理
論
の
形
成
」
と
題
さ
れ
た
第
二
部
で
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
十
四
章
か

ら
十
七
章
）
は
「
理
想
主
義
的
伝
統
か
ら
の
行
為
の
主
意
主
義
的
理
論
の

形
成
」
と
題
さ
れ
た
第
三
部
で
、
独
立
し
た
章
を
立
て
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。「
行
為
の
実
証
主
義
的
理
論
」
と
題
さ
れ
た
第
一
部
の
第
三
章
（「
行
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為
理
論
に
お
け
る
個
人
主
義
的
実
証
主
義
の
歴
史
的
発
展
の
諸
段
階
」）

で
は
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
（
一
五
八
八
年
―
一
六
七
九
年
）、
ジ
ョ
ン
・

ロ
ッ
ク
（
一
六
三
二
年
―
一
七
〇
四
年
）、
ト
マ
ス=

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ル

サ
ス
（
一
七
六
六
年
―
一
八
三
四
年
）、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八

年
―
一
八
八
三
年
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（
一
八
〇
九
年
―

一
八
八
二
年
）
ら
も
ま
と
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）�

教
科
書
と
研
究
書
と
い
う
こ
と
か
ら
多
少
観
点
は
異
な
る
と
い
う
留
保
は

付
さ
れ
得
る
も
の
の
、
白
鳥
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
日
本
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス
の
社
会
学
教
科
書
に
お
い
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

生
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
分
業
論
』（
一
八
九
三
年
）、『
社
会
学
的
方

法
の
規
準
』（
一
八
九
五
年
）、『
自
殺
論
』（
一
八
九
七
年
）、『
宗
教
生
活

の
原
初
形
態
』（
一
九
一
二
年
）
の
四
冊
の
著
作
、
中
で
も
初
期
の
三
冊

は
ほ
ぼ
必
ず
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
、
経
歴
と
し
て
も
、
ま
た

著
作
と
し
て
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る

教
育
に
つ
い
て
は
、
思
っ
た
ほ
ど
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

D
urkheim

, Ém
ile, 1893, De la division du travail social: Étude sur l'organisation 

des sociétés supérieures, Félix A
lcan.

＝
一
九
七
一
、
田
原
音
和
訳
『
社
会
分

業
論
』
青
木
書
店
（
二
〇
一
七
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）。

―
―, 1895, Les règles de la m

éthode sociologique, Félix A
lcan.

＝
一
九
七
八
、

宮
島
喬
訳
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
岩
波
文
庫
。

―
―, 1897, Le suicide: Étude de sociologie.

＝
一
九
八
五
、
宮
島
喬
訳
『
自
殺
論

―
社
会
学
研
究
』
中
公
文
庫
（
二
〇
一
八
、
改
版
）。

―
―, 1898, 

“Représentations individuelles et représentations 
collectives

”, dans Sociologie et philosophie, 1924, Félix A
lcan, pp.1-48.

＝
一
九
八
五
、
佐
々
木
交
賢
訳
「
個
人
表
象
と
集
団
表
象
」
同
訳
『
社
会
学

と
哲
学
』
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
一
―
五
二
頁
。

―
―, 1907, 

“Déterm
ination du fait m

oral

”, dans Sociologie et philosophie, 
1924, Félix A

lcan, pp.49-90.

＝
一
九
八
五
、
佐
々
木
交
賢
訳
「
道
徳
的
事

実
の
決
定
」
同
訳
『
社
会
学
と
哲
学
』
恒
星
社
厚
生
閣
、
五
三
―
八
九
頁
。

―
―, 1912, Les form

es élém
entaires de la vie religieuse: le systèm

e totém
ique en 

Australie, Félix A
lcan.

＝
二
〇
一
四
、
山
崎
亮
訳
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
体
系
』（
上
・
下
）ち
く
ま
学
芸
文
庫
。

―
―, 1925, L'Éducation m

orale, Félix A
lcan.

＝
一
九
六
四
、
麻
生
誠
・
山
村

健
訳
『
道
徳
教
育
論
』（
１
・
２
）
明
治
図
書
（
二
〇
一
〇
、講
談
社
学
術
文
庫
）。

Parsons, T
alcott, 1937, The Structure of Social A

ction: A
 Study in Social 

Theory with Special Reference to a Group of Recent European W
riters, M

cGraw
 

H
ill ed.

（
引
用
は
、
一
九
四
九
年
のT

he Free Press

版
に
よ
る
）
＝

一
九
八
二
、稲
上
毅
、厚
東
洋
輔
共
訳
『
社
会
的
行
為
の
構
造
―
第
三
分
冊
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
論
』
木
鐸
社
。

白
鳥
義
彦
、
二
〇
一
七
、「
テ
ク
ス
ト
か
ら
見
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
受
容
」『
紀
要
』

第
四
四
号
、
神
戸
大
学
文
学
部
、
八
九
―
一
〇
七
頁
。

油
井
清
光
、
二
〇
〇
八
、「
行
為
と
社
会
シ
ス
テ
ム　

Ｔ
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
『
社
会

的
行
為
の
構
造
』『
社
会
体
系
論
』」
井
上
俊
・
伊
藤
公
雄
編
『
社
会
学
ベ
ー
シ
ッ

ク
ス
２　

社
会
の
構
造
と
変
動
』
世
界
思
想
社
、
六
五
―
七
四
頁
。


